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朝来市 認知症地域支援推進員活動報告

認知症地域支援推進員について

１ 認知症地域支援推進員：７名

２ 認知症地域支援推進員の役割

・認知症施策の組み立て、「脳耕会」の運営

・認知症高齢者等総合支援事業

・認知症ケアパスの活用と推進

・認知症初期集中支援チームの運営と連携

・認知症カフェの支援

・認知症キャラバン活動の運営と支援

・チームオレンジのによる本人、家族、地域のしくみづくり

・認知症相談センターとの連携の強化

・認知症の本人と家族の一体的支援プログラム事業

・MCI教室

報告者氏名:藤原 正浩、有馬 真紀、田路 遥

令和7年度 認知症地域支援推進員活動報告書（記載様式）



朝来市 認知症施策全体図

認知症の人や介護者への支援を
包括的に実施できる体制の充実

住み慣れた地域で安心して暮ら
し続ける共生社会の実現

若年性認知症、軽度認知症の人と
家族への支援の充実

認知症相談の身近な窓口の周知
認知症サポーター養成講座
キッズサポーター養成講座
認知症チームオレンジの活動
あさごいきいき百歳体操

認知症初期集中支援チーム
認知症SOSネットワーク
認知症高齢者等GPS助成事業
個人賠償責任保険加入事業
認知症カフェの充実

認知症の本人と家族の一体的支援
プログラム事業
MCI教室



朝来市の認知症一体的支援プログラムの概要
目的

1. 認知症の本人と家族の在宅生活の安定と継続を行うために、参加者が希望する活動を通じて、

家族とのより良い「関係づくり」への調整とサポートを行う。

2.認知症の本人の社会参加の場とし、活動や他者との対話を通じて認知症の進行を予防する。

3.必要時に専門的、個別的な情報提供を行うことで介護負担の軽減を図る。

実施主体

• 社会福祉法人神戸聖隷事業団 さくらの苑

• 医療法人俊葉会 なごみの郷に委託

対象者

• 市内に住所のある軽度認知障害（MCI）、軽度認知症者、若年性認知症の診断を受けている人

とその家族や友達等の支援者

※介護保険その他サービスの併用は可能とする。

標題 認知症一体的支援プログラムの効果



実施するまでの流れ

委託事業所との打ち合わせ

R5年3月 プログラムの目的を共有

R5年7月 プログラムの内容を検討

R5年8月 最終打ち合わせ

R5年9月～

モデル事業開始！

モデル事業中は地域包括支援センター

も毎回参加し、実施後は振り返りを行う

R6年度～

本格的に開始！

どこで実施しようか・・・

どんな風に実施しようか・・・

内部で方向性を検討

R4年度
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朝来市一体的支援プログラムの効果

• プログラムを通じて、家族の関係性の再構築ができる

• 一体的支援プログラムが介護保険サービスへつながるきっかけになった

• 介護保険サービスにつながるまでの相談先の一つとして事業所とつながれた

• 本人のできることや力を、家族や支援者が知ることができた

本人・家族
側

支援者側

• 参加者や地域、周りの力を借りる

• 本人のできることや力を、家族や支援者が知ることができた

• 地域で生活されているMCIや認知症の方の情報把握

• 回を重ねるごとに、よりよいプログラムにするにはどうしたらいいかとやりがいを感じ

ている。事業所職員が楽しんで実施できている
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課題・今後の展望

• 支援する側、支援される側の関係性にならないようにする

• 回数を増やしてほしいとの要望も・・・

• 参加できる人数に限りがある。

→生活圏域ごとに一体的支援プログラムの実施施設を増やす
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